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平
成
28
年
１
月
16
日(

土)

13
時

よ
り
京
王
ク
ラ
ブ(

多
摩
市
関
戸
二
丁

目)

２
階
ホ
ー
ル
に
お
い
て
会
員
24
名
参

加
の
も
と
多
摩
市
地
域
支
部
新
年
会
が

開
催
さ
れ
た
。 

藤
川
幹
事
長
が
司
会
進
行
に
当
た
り
、

始
め
に
岩
渕
支
部
長
よ
り
「
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
日
は
ご
多

忙
中
新
年
会
に
多
数
の
ご
参
加
を
い
た

だ
き
、
ま
た
日
ご
ろ
か
ら
地
域
支
部
の
活

動
に
ご
協
力
い
た
だ
き
有
り
難
う
ご
ざ
い

ま
す
。
今
年
は
申
年
、
私
は
年
男
に
な
り

ま
す
。
本
日
ご
出
席
の
方
の
み
な
ら
ず
、

全
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
弥
栄
を
ご

祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。」
と
の
挨
拶
が
あ

っ
た
。 

こ
の
後
、
安
波
副
支
部
長
の
音
頭
で
乾

杯
、
暫
時
懇
談
後
、
藤
川
幹
事
長
か
ら
初

参
加
の
坂
本
・
石
場
両
会
員
の
紹
介
。
続

い
て
恒
例
と
な
っ
た
ビ
ン
ゴ
大
会
、
カ
ラ

オ
ケ
大
会
等
で
新
年
会
が
盛
り
上
が
っ
た
。 

最
後
に
中
山
副
支
部
長
に
よ
る
中
締
め
、

藤
川
幹
事
長
指
揮
に
よ
る
校
歌
斉
唱
、
菊

池
副
支
部
長
に
よ
る
「
多
摩
市
地
域
支

部
」
万
歳
三
唱
、
藤
川
幹
事
長
の
閉
会
挨

拶
を
も
っ
て
お
開
き
と
な
っ
た
。 

※
新
年
会
に
先
立
っ
て
、
第
４
回
役
員
会

が
開
催
さ
れ
「
第
３
回
定
時
総
会
」
を
平

成
28
年
５
月
21
日(

土)

に
開
催
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。詳
細
は
別
途
通
知
し
ま
す
。 

  
 
 

 一
、 

読
売
新
聞
中
河
原
工
場
見
学 

 

・
日
時
：
２
月
22
日(

月)

10
時
半 

・
集
合
：
中
河
原
駅
改
札
口 

・
見
学
後
懇
親
会(

会
費
３
千
円) 

 二
、
カ
ラ
オ
ケ
「
紫
紺
の
会
」 

 
 

毎
月
、
楽
し
く
開
催
♪ 

 
 

の
ど
自
慢
の
方
も
苦
手
の
方
も
、お
茶
、

ビ
ー
ル
で
の
ど
を
湿
ら
せ
て
、「
カ
ラ
オ

ケ
」
を
楽
し
む
こ
と
の
で
き
る
、
親
睦
・

交
流
の
場
で
す
。
多
数
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。 

・
日
時
：
原
則 

毎
月
最
終
土
曜
日 

・
午
後
３
時
30
分
～
６
時
15
分 

・
次
回
３
月
５
日(

土) 

・
場
所
：
ひ
じ
り
館
２
Ｆ
和
室 

 

・
会
費
：
500
円 

参
加
申
込
は
寺
島
忠
昭(

S

41
経
営)

ま
で 

(

TEL) 090-1530-1988 

（
MAIL
） 

tama-hills-ponpoko@pg7.so-net.n

e.jp 

 三
、
第
七
回
地
域
支
部
対
抗 

デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
大
会 

 

・
日
時
：
３
月
26
日(

土) 

・
場
所
：
昭
和
記
念
公
園
西
立
川
口 

・
終
了
後
懇
親
会
（
会
費
３
千
円
） 
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平
成
27
年
度
下
期
活
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開 

催 

＊
詳
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追
っ
て
連
絡
し
ま
す
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多摩市地域支部の皆さん 

 
 

  
 

矢
場 

岩
男(

Ｓ
43
商) 

明
治
大
学
校
友
会
多
摩
支
部
第
12
回

定
時
総
会
が
６
月
27
日(
土)

立
川
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
開
催
さ
れ
た
。 

今
回
の
定
時
総
会
は
多
摩
市
、
八
王
子
、

府
中
、
町
田
、
日
野
の
５
地
域
支
部
が
担

当
と
な
り
、岩
渕
支
部
長
、藤
川
幹
事
長
、

伊
東
・
矢
場
両
幹
事
が
出
席
し
て
４
回
に

わ
た
る
「
実
行
委
員
会
担
当
会
議
」
が
行

わ
れ
た
。 

定
時
総
会
・
懇
親
会
に
は
当
地
域
支
部

か
ら
過
去
最
大
の
10
名
が
参
加
し
、
総

勢
で
260
名
。
福
宮
賢
一
明
治
大
学
学
長

や
関
根
紘
一
校
友
会
副
会
長
、
東
京
都
東

西
南
北
各
支
部
長
等
の
ご
臨
席
を
頂
き

盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。 

 

第
一
部
・
総
会
は
我
が
地
域
支
部
岩
永

久
佳
幹
事
が
総
合
司
会
（
ア
シ
ス
タ
ン
ト

伊
東
勝
義
幹
事
）
を
務
め
、
重
要
案
件
で

あ
る
役
員
改
選
や
多
摩
支
部
会
則
改
訂

議
案
が
提
案
通
り
可
決
さ
れ
、
西
山 

強

支
部
長
、
栁
沢
正
長
幹
事
長
の
新
体
制
が

誕
生
し
た
。 

第
二
部
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
我
が
地

域
支
部
藤
川
忠
博
幹
事
長
が
Ｍ
Ｃ
を
務

め
「
明
治
大
学
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
」
の
素
晴

ら
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
で
〝
見
上
げ
て
ご
ら

ん
夜
の
星
を
〟
な
ど
の
名
曲
を
披
露
し
、

万
雷
の
喝
采
を
浴
び
た
。 

第
三
部
・
懇
親
会
で
は
昨
年
大
好
評
で

あ
っ
た
「
明
大
節
」
の
演
武
が
演
じ
ら
れ

た
。 終

盤
に
は
肩
組
み
合
っ
て
の
「
明
治
大

学
校
歌
」
斉
唱
。
引
き
続
き
「
明
治
大
学

万
歳
」・「
校
友
会
多
摩
支
部
万
歳
」
湧
き

に
湧
い
て
の
お
開
き
と
な
っ
た
。 

実
行
委
員
会
担
当
会
議
が
奏
功
し
、
準

備
万
端
そ
つ
な
く
運
営
さ
れ
た
。
地
域
支

部
別
出
席
者
数
は
町
田
地
域
支
部
の
22

名
が
最
大
で
、
今
後
我
が
支
部
も
参
加
者

を
増
や
し
て
い
き
た
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 一

、
新
宿
「
末
広
亭
」 

寄
席
鑑
賞
会 

國
分 

篤(

Ｓ
46
商) 
 

８
月
８
日(

土)

、
新
宿
「
末
広
亭
」
寄

席
鑑
賞
会
に
参
加
し
ま
し
た
。 

木
造
建
築
の
末
広
亭
、
２
階
の
軒
下
に

は
提
灯
、
１
階
軒
下
に
は
出
演
者
名
が
書

か
れ
た
大
き
な
木
札
、
正
面
横
に
は
の
ぼ

り
旗
、
中
に
入
る
と
左
右
に
は
桟
敷
席
。

こ
の
造
り
に
江
戸
の
寄
席
や
見
世
物
小

屋
の
名
残
を
感
じ
ま
す
。 

 

今
回
は
12
時
～
16
時
半
の
「
昼
の

部
」
の
鑑
賞
で
し
た
。
前
座
の
落
語
で
始

ま
り
、
途
中
に
15
分
程
の
中
入
り
（
休

憩
）
を
挟
ん
で
落
語
が
13
席
。
そ
の
合

間
に
漫
才･

俗
曲･

紙
切
り･

物
ま
ね･

曲

芸･

曲
こ
ま
の
「
色
物
（
い
ろ
も
の
）」(

寄

席
で
講
談
・
落
語
に
対
し
て
、
彩
と
し
て

演
じ
ら
れ
る
芸)

が
入
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

落
語
は
古
典
も
新
作
も
演
じ
ら
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
に
味
わ
い
が
あ
り
、
色
物
で
は
聞

き
入
っ
た
り
目
を
見
張
っ
た
り
。 

 
 
 
 

そ
し
て
、
ト
リ
は
林
家
正
蔵
、
左
甚
五

郎
が
登
場
す
る
「
ね
ず
み
」
を
じ
っ
く
り

聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。 

寄
席
の
後
は
、
南
新
宿
の
居
酒
屋
「
美

禄
亭
」
で
懇
親
会
。
古
き
良
き
時
代
の
日

本
家
屋
を
彷
彿
さ
せ
る
内
装
の
お
店
で
、

美
酒
・
美
食
を
味
わ
い
な
が
ら
落
語
談
義

諸
々
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。 

今
回
の
参
加
者
は
10
名
、
日
本
の
演

芸･

食
を
楽
し
ん
だ
一
日
で
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

 

二
、
青
梅
観
光 

茂
木 

有
司(

Ｓ
43
商) 

９
月
12
日(

土)

に｢

地
域
支
部
間
ふ

れ
あ
い
企
画｣

と
し
て
日
野
地
域
支
部
と

合
同
で｢

青
梅
と
小
澤
酒
造 

酒
蔵
見
学｣ 

日
帰
り
バ
ス
旅
行
に
参
加
し
ま
し
た
。
同

窓
と
い
う
こ
と
、
か
つ
幹
事
の
方
の
気
遣

い
も
あ
り
す
ぐ
和
気
あ
い
あ
い
と
な
り
ま

し
た
。 

青
梅
到
着
後
、
ま
ず｢

小
澤
酒
造｣

で
酒

蔵
見
学
及
び｢

澤
乃
井｣

利
き
酒
。
そ
の
後

｢

お
く
た
ま
路｣

で
昼
食
。
午
後
は｢

玉
堂

明
治
大
学
校
友
会
多
摩
支
部 

第
12
回
定
時
総
会
報
告 

平
成
27
年
度 上

期
活
動
報
告 
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小
澤
酒
造
で
講
習 

稲
城
地
域
支
部
の
皆
さ
ん
と 

美
術
館｣

、｢

櫛

か
ん
ざ
し
美
術

館｣

、
そ
し
て

｢

青
梅
き
も
の

美
術
館｣

を
見

学
し
ま
し
た
。 

酒
蔵
見
学
で

は
淡
麗
辛
口
の

日
本
酒
を
味
わ

い
、
玉
堂
美
術

館
で
は
日
本
画

の
美
し
さ
と
奥
深
さ
を
見
て
、
後
の
２
美

術
館
で
は
日
本
の
歴
史
と
繊
細
さ
の
美

し
さ
に
感
心
を
し
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。 

ま
た
青
梅
市
街
名
物
の
昔
の
映
画
ポ

ス
タ
ー
も
懐
か
し
さ
を
お
ぼ
え
ま
し
た
。

青
梅
の
地
域
支
部
の
方
に
も
お
世
話
に

な
り
、
普
段
行
こ
う
と
思
っ
て
い
て
も
機

会
を
逃
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
良
い

企
画
だ
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。 

日
野
地
域
支
部
の
方
と
話
が
は
ず
み

意
見
交
換
も
出
来
ま
し
た
。 

 三
、
東
京
競
馬
場
見
学
会 

矢
場 

岩
男(

Ｓ
43
商) 

10
月
10
日(

土)

府
中
地
域
支
部
企
画

｢

東
京
競
馬
場
貴
賓
室
見
学
会｣

に
当
地

域
支
部
か
ら
６
名
参
加
し
た
。
10
時
30

分
競
馬
場
入
場
門
に
て
中
島
府
中
地
域

支
部
幹
事
長
に
案
内
さ
れ
、
先
ず
受
付
で

入
場
チ
ェ
ッ
ク
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
貴
賓

室
へ
。 

 
 

貴
賓
室
で
は
正
装
が
ル
ー
ル
。
豪
華
な

廊
下
を
通
り
貴
賓
室
到
着
。
貴
賓
室
に
は

歴
代
の
ダ
ー
ビ
ー
馬
の
名
前
が
架
か
っ
て

い
る
。
部
屋
は
広
く
テ
ー
ブ
ル
に
は
馬
券

を
買
う
た
め
の
マ
ー
ク
シ
ー
ト
と
競
馬
新

聞
が
置
い
て
あ
る
。
ま
た
、
部
屋
の
前
の

観
覧
席
か
ら
競
馬
場
全
体
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
。 

廊
下
に
出
る
と
即
馬
券
発
券
所(

手
売

り
・
自
販
機
共
）
が
あ
る
。
会
費
は｢

昼

食
代
＋
飲
み
放
題｣

に
加
え
て
他
地
域
支

部
か
ら
の
美
味
し
い
大
吟
醸
の
差
し
入
れ

も
あ
り
、
飲
む
は
賭
け
る
は
の
大
忙
し
！ 

 
 

勝
負
の
方
は｢
ト
ン
ト
ン｣

と
言
っ
て
は

い
る
も
の
の
よ
く
よ
く
聞
い
て
み
る
と
矢

張
り
損
し
た
方
が
多
い
か
も
。
小
生
は
若

干
負
け
越
し
だ
が
、
負
け
た
悔
し
さ
が
一

向
に
湧
い
て
こ
な
い

こ
の
金
に
換
え
ら
れ

な
い
体
験
を
さ
せ
て

頂
い
た
府
中
地
域

支
部
に
乾
杯
！ 

帰
路
の
途
次
焼

き
鳥
屋
で
一
杯
。
何

は
と
も
あ
れ
全
て
に

感
謝
、
乾
杯
し
解
散
。 

四
、
江
戸
ア
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

見
学
と
江
戸
川
競
艇
観
戦 

岩
永 

久
佳(

Ｈ
18
ガ
バ
ナ
ン
ス) 

10
月
16
日(

金)

、
昨
年
に
引
き
続
き

２
回
目
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。
江
戸
川

競
艇
場
で
の
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
は
多
摩
市
、

稲
城
市
、
あ
き
る
野
市
の
３
市
の
主
催
に

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
年
は
稲
城
地

域
支
部
に
も
声
か
け
し
、
３
名
の
参
加
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
観
戦

が
初
め
て
の
参
加
者
も
あ
り
、
舟
券
の
購

入
に
戸
惑
う
姿
も
・
・
・
。 

 
 
 

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
は
５
艇
で
の
競
走
と
は

言
え
、順
位
の
予
想
は
や
っ
ぱ
り
難
し
い
。

悲
喜
こ
も
ご
も
・
・
・
と
い
う
よ
り
も
、

な
か
な
か
晴
れ
や
か
な
笑
顔
に
な
れ
な
い

ま
ま
レ
ー
ス
終
了
と
い
う
参
加
者
の
方
が

多
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
人
生
と
同

じ
く
、
そ
う
そ
う
簡
単
に
い
く
も
の
で
は

な
い
・
・
・
手
ご
わ
い
こ
と
を
大
い
に
学

ん
で
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。 

そ
れ
で
も
校
友
の
み
な
さ
ん
で
ご
一
緒

し
、
特
製
ラ
ン
チ
を
い
た
だ
い
て
懇
親
を

深
め
ら
れ
る
ひ
と
と
き
に
笑
顔
い
っ
ぱ
い
。

稲
城
地
域
支
部
の
み
な
さ
ま
と
の
親
交
も

深
め
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。 

ま
た
、
今
年
も
江
戸
川
競
艇
場
内
に
あ

る
ア
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
も
見
学
し
ま
し

た
が
、
昨
年
よ
り
も
若
干
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

が
増
え
、
楽
し
ま
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

さ
あ
、
ボ
ー

ト
レ
ー
ス
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
た

い
校
友
の
皆
さ

ん
！
も
ち
ろ
ん
、

リ
ベ
ン
ジ
し
た

い
と
燃
え
て
い

る
皆
さ
ま
！
ぜ

ひ
ま
た
ご
一
緒

し
ま
し
ょ
う
。 

 

 五
、
明
治
大
学
黒
川
農
場
見
学
記 

中
山 

雅
雄(

Ｓ
37
法) 

 

11
月
７
日(

土)

黒
川
農
場
の
第
４
回

収
穫
祭
に
合
わ
せ
、
多
摩
市
地
域
支
部

11
名
が
農
場
見
学
を
行
い
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
最
寄
り
の
小
田
急
線
黒
川
駅

に
集
合
し
、
送
迎
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
農

場
へ
向
か
い
ま
し
た
。
既
に
多
く
の
人
た

ち
が
収
穫
祭
に
来
て
お
ら
れ
、
大
変
混
雑

し
て
お
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
黒
川
農
場
は
、
既
存
の
農
場
（
富

士
吉
田
、
誉
田
）
を
機
能
統
合
し
拡
充
の

た
め
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
、平
成
24
年

４
月
に
開
所
し
た
真
新
し
い
施
設
で
、
そ

の
規
模
は
総
面
積
が
約
12
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
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大
教
室
で
の
聴
講 

露
地
圃
場

農

場

約

1.4
ヘ
ク
タ

ー
ル
、
里

山･

雑
木

林

6.4

ヘ

ク
タ
ー
ル
、

総
建
築
面

積
は
、
本

館
、
ア
カ

デ
ミ
ー
棟
、

温
室
７
棟
な
ど
約
８
千
㎡
と
い
う
壮
大
な

規
模
で
あ
り
ま
す
。 

 

そ
の
農
場
の
目
的
に
は
「
農
場
に
関
す

る
実
習
そ
の
他
の
学
生
教
育
を
行
い
、
農

場
を
活
用
し
た
研
究
の
推
進
を
図
る
と
と

も
に
、
そ
の
成
果
を
社
会
に
還
元
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
」
と
謳
わ
れ
て
お
り
、

こ
の
目
的
達
成
の
た
め
基
本
コ
ン
セ
プ
ト

と
し
て
、
環
境
共
生
、
自
然
共
生
、
地
域

共
生
の
３
つ
の
共
生
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。 

 

私
た
ち
は
到
着
後
す
ぐ
に
木
造
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ト
構
造
の
本
館
内
大
教
室
で
開
催

さ
れ
た
記
念
講
演｢

里
山
の
お
は
な
し｣

(

講
師
佐
倉
特
任
教
授)

を
古
き
学
生
の

気
分
で
真
剣
に
聴
講
し
、
そ
の
後
学
生
に

よ
る
黒
川
農
場
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
を
お
願
い

し
て
、木
質
ペ
レ
ッ
ト
利
用
、水
耕
栽
培
、

Ｉ
Ｔ
栽
培
な
ど
の
産
学
共
同
研
究
の
紹

介
な
ど
農
場
全
体
の
概
要
を
見
分
し
、
そ

の
素
晴
ら
し
さ
に
驚
き
と
驚
嘆
し
っ
ぱ
な

し
で
あ
り
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
本
館
前
で
の
収
穫
さ
れ
た
野
菜

な
ど
の
即
売
会
で
新
鮮
な
見
事
な
野
菜

を
両
手
い
っ
ぱ
い
買
い
求
め
、
帰
路
に
つ

き
ま
し
た
。
期
待
さ
れ
る
未
来
型
の
農
業

の
一
端
を
お
お
い
に
学
ば
せ
て
頂
い
た
楽

し
い
見
学
で
し
た
。 

 

こ
の
見
学
会
が
校
友
会
の
定
例
行
事

と
し
て
今
後
も
行
わ
れ
、
今
回
参
加
さ
れ

な
か
っ
た
方
々
も
ぜ
ひ
次
回
の
収
穫
祭
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
な
が
ら

黒
川
農
場
を
後
に
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
京
王
永
山
駅
の
居
酒
屋
で
本

日
の
有
意
義
な
見
学
を
肴
に
乾
杯
を
し
、

楽
し
い
１
日
を
堪
能
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

六
、「
明
大
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部 

 
 

コ
ン
サ
ー
ト
」
開
催 

伊
東 

勝
義(

Ｓ

35
商) 

 

第
13
回｢

明
大
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部

府
中
演
奏
会｣

が
、
多
摩
市
地
域
支
部
、

府
中
地
域
支
部
と
の
共
催
で
、
11
月
29

日(

日)

、
府
中
の
森
芸
術
劇
場
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

 

当
日
は
12
時
30
分
頃
よ
り
待
ち
か
ね

た
お
客
様
が
詰
め
掛
け
、
開
場
時
間
ま
で

に
劇
場
の
外
ま
で
長
蛇
の
列
と
な
り
ま
し

た
。
午
後
２
時
石
阪
府
中
地
域
支
部
長
の

挨
拶
に
続
い
て
明
治
大
学
校
歌
で
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

第
１
部
は
根
強
い
人
気
の
古
賀
メ
ロ

デ
ィ
ー
、
青
春
を
彩
っ
た
ア
イ
ド
ル
メ
ド

レ
ー
、
常
任
指
揮
者
甲
斐
先
生
の
作
曲
に

よ
る
、津
軽
組
曲
よ
り｢

夏｣

が
奏
で
ら
れ
、

特
に
甲
斐
先
生
の
編
曲
の
素
晴
ら
し
さ

が
心
に
響
き
ま
し
た
。 

 

第
２
部
は
民
謡
界
の
大
御
所
、
原
田
直

之
氏
を
ゲ
ス
ト
歌
手
と
し
て
迎
え
、
マ
ン

ド
リ
ン
と
民
謡
の
コ
ラ
ボ
が
会
場
を
魅
了
、

１
曲
毎
に
原
田
歌
手
の
ト
ー
ク
が
入
り
、

こ
れ
に
甲
斐
先
生
も
加
わ
り
楽
し
い
ス
テ

ー
ジ
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。 

 

第
３
部
は｢

ザ
ッ
ツ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク｣

と
題
し
、
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部
が
得
意
と

す
る
イ
ー
ジ
ー
リ
ス
ニ
ン
グ
・
ラ
テ
ン
・

タ
ン
ゴ
等
、
世
界
の
名
曲
演
奏
が
会
場
を

大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。 

 

最
後
に
ア
ン
コ
ー
ル
曲
２
曲
を
熱
演
、

客
席
・
演
奏
者
・
実
行
委
員
が
一
体
と
な

っ
た
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
ご
来
場
の
皆
様
に

ご
堪
能
頂
き
、
好
評
の
内
に
終
了
し
ま
し

た
。 

 

因
み
に
ア
ン
コ
ー
ル
曲
を
含
め
31
曲
、

３
時
間
弱
の
演
奏
時
間
は
、
今
ま
で
ほ
と

ん
ど
無
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

そ
し
て｢

良
か
っ
た
良
か
っ
た｣

と
笑
顔
で

お
帰
り
に
な
る
お
客
様
を
お
見
送
り
し
た

後
、
甲
斐
先
生
、
原
田
歌
手
、
学
生
を
囲

ん
で
、
実
行
委
員
と
の
打
ち
上
げ
会
が
行

わ
れ
、皆
大
満
足
で
祝
杯
を
あ
げ
ま
し
た
。 

 

今
回
の
演
奏
会
は
当
地
域
支
部
と
し

て
は
初
め
て
の
経
験
。
ノ
ウ
ハ
ウ
も
デ
ー

タ
も
な
く
、
し
か
も
会
場
が
府
中
で
し
た

の
で
、
集
客
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
で
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
実
行
委
員(

役
員)

の
販
売
努
力
、
新
聞
販
売
店
の
チ
ラ
シ
協

力
、
20
箇
所
に
及
ぶ
市
関
連
施
設
へ
の

チ
ラ
シ
設
置
等
に
よ
り
、
２
千
名
収
容

の
劇
場
１
階
を
ほ
ぼ
満
席
に
出
来
た
事
で

ホ
ッ
と
胸
を
撫
で
お
ろ
し
ま
し
た
。 
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講
演
を
聴
講
す
る
参
加
者 

七
、
明
早
戦
ラ
グ
ビ
ー
観
戦
記 

秋
山 

隆
敬(

Ｓ
43
法) 

12
月
６
日(

日)

、
好
天
に
恵
ま
れ
た

秩
父
宮
ラ
グ
ビ
ー
場
で
行
わ
れ
た
明
早
戦

ラ
グ
ビ
ー
を
観
戦
。
我
が
校
友
会
多
摩
市

地
域
支
部
か
ら
は
16
名
の
メ
ン
バ
ー
が

参
加
し
ま
し
た
。 

 

満
員
の
大
観
衆
で
埋
ま
っ
た
伝
統
の

一
戦
。
明
治
は
前
半
10
分
に
ペ
ナ
ル
テ

ィ
ゴ
ー
ル
で
先
制
。
そ
の
後
２
ト
ラ
イ
を

あ
げ
22
：
12
で
前
半
戦
を
終
え
ま
し
た
。 

後
半
も
明
大
が
ト
ラ
イ
で
先
行
、
今
年

は
こ
の
ま
ま
す
ん
な
り
い
く
の
か
な
と
思

い
ま
し
た
が
、
早
大
に
追
い
上
げ
ら
れ
、

一
進
一
退
の
攻
防
を
繰
り
返
す
こ
と
に
な

り
、
最
後
は
自
陣
の
ゴ
ー
ル
前
で
早
大
の

猛
攻
に
ど
う
に
か
耐
え
32
：
24
で
ノ
ー

サ
イ
ド
。
６
勝
１
敗
の
帝
京
大
と
並
ん
で

３
年
ぶ
り
に

対
抗
戦
優
勝

を
果
た
し
ま

し
た
。 

久
し
ぶ
り

に
紫
紺
の
旗

の
も
と
、
選

手
・
観
客
が

一
体
と
な
っ

て
歓
喜
に
酔

い
ま
し
た
。 

   

寺
島 

忠
昭(

Ｓ
41
経
営) 

８
月
21
日(

金)

、
明
治
大
学
校
友
会

多
摩
市
地
域
支
部
主
催｢

永
山
公
民
館
・

市
民
企
画
講
座｣

を
開
催
。
昨
年
春
の
役

員
会
・
事
業
計
画
会
議
で
企
画
部
会
の
伊

東
勝
義
さ
ん
と
共
同
提
案
。
全
役
員
の
賛

同
の
下
、
開
催
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。 

主
催
・
開
催
の
主
目
的
は
地
域
貢
献
活

動
を
通
し
て
会
員
の
拡
大
を
図
る
こ
と
で

す
。
講
座
の
タ
イ
ト
ル
は｢

芝
居
と
映
画

で
知
る
江
戸
時
代
か
ら
戦
後
ま
で
の
庶
民

の
生
活
と
風
俗｣

で
、
講
師
は
森
章
二
氏

(

新
国
劇･
映
画･
テ
レ
ビ
舞
台
俳
優
、
ラ

ジ
オ
声
優
、
時
代
劇
演
技
指
導
・
時
代
考

証
、
江
戸
文
化
の
語
り
部)

。
江
戸
時
代

か
ら
終
戦
ま
で
の
345
年
間
の
庶
民
の
生

活
を
知
り
、
先
人
の
知
恵
を
学
ぶ
こ
と
に

意
義
を
求
め
ま
し
た
。 

戦
後
す
っ
か
り
ア
メ
リ
カ
ナ
イ
ズ
さ
れ

た
日
本
。
し
か
し
、
265
年
続
い
た
江
戸

時
代
の
文
化･

風
俗･

習
慣
・
気
質
は
今
で

も
わ
ず
か
な
が
ら
も
残
っ
て
い
る
。
こ
の

良
き
日
本
精
神
文
化･

伝
統
を
次
世
代･

後
世
に
残
す
責
務
が
私
た
ち
に
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
赤
坂
生
ま
れ
の
講

師
に
よ
れ
ば
、
明
治･

大
正
、
そ
し
て
昭

和
20
年
の
終
戦
直
後
ま
で
は
江
戸
文
化

が
沢
山
残
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
こ
の
わ

ず
か
な
が
ら
も
残
っ
て
い
る
火
種
を
絶
や

さ
な
い
た
め
に
機
会
が
あ
れ
ば
こ
の
講
演

活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
。 

講
演
内
容
は
長
い
年
月
に
わ
た
っ
て
い

る
為
、
か
な
り
難
し
く
、
講
師
と
度
々
お

会
い
し
て
内
容
の
打
合
せ
を
重
ね
ま
し
た
。

そ
の
時
に
聞
い
た
話
し
は
非
常
に
お
も
し

ろ
く
、講
演
で
語
っ
て
頂
き
た
か
っ
た
が
、

公
共
の
場
な
の
で
叶
わ
ず
残
念
。 

し
か
し
、
当
日
の
映
画
界
最
盛
期
の
話

し
は
興
味
深
く
面
白
か
っ
た
。
例
え
ば
、

撮
影
所
で
は
連
日
の
深
夜
撮
影
。
疲
労･

眠
り
防
止
の
為
、
ス
タ
ッ
フ
も
俳
優
も
ヒ

ロ
ポ
ン
を
打
っ
て
頑
張
っ
た
そ
う
で
、
当

時
は
合
法
で
現
在
の
栄
養
ド
リ
ン
ク
剤
と

同
じ
よ
う
に
販
売
さ
れ
て
い
た
と
か
。
ち

な
み
に
森
講
師
は
一
回
も
打
た
な
か
っ
た

そ
う
で
す
、
念

の
た
め
。 

ま
た
、
寒
空

の
深
夜
撮
影
の

エ
キ
ス
ト
ラ
へ

の
扱
い
は
悪
く
、

屋
外
に
長
時
間

立
た
せ
て
待
た

せ
て
い
た
そ
う

で
す
が
、
ヒ
ロ

ポ
ン
、
エ
キ
ス
ト
ラ
の
話
に
は
と
て
も
驚

き
ま
し
た
。 

受
講
者
は
定
員
オ
ー
バ
ー
の
大
盛
況
。

全
体
の
講
座
の
内
容
も
、
参
加
者
ア
ン
ケ

ー
ト
で
高
い
評
価
を
頂
き
ま
し
た
。
何
よ

り
も
公
民
館
担
当
者
か
ら
次
年
度
の
開

催
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
大
成
功
!! 

    

水
彩
画
を
描
く
（
シ
リ
ー
ズ
③
） 

 

 
 
 
 
 
 

中
山 

雅
雄(

Ｓ
37
法) 

趣
味
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン
タ
ー
八
王
子

教
室
「
楽
し
く
描
く
水
彩
画
」
教
室
に
入

り
８
年
続
い
て
お
り
ま
す
。 

             

趣 
 
 

味 
 

会
員
活
動
便
り 

〈 

寒
中
洋
蘭 

〉 

雪
の
中
の
緑
が
美
し
く
力
強
さ
を
感
じ
た 
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＜ご寄付＞ 
ありがとうございました 

   (50音順・敬称略) 

    

杉
山 

喬(

Ｓ
45
工) 

当
地
域
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(

以
下
Ｈ

Ｐ)

を
昨
年
６
月
に
開
設
し
ま
し
た
。 

多
摩
支
部
傘
下
21
地
域
支
部
の
中
で

Ｈ
Ｐ
開
設
は
５
地
域
支
部
に
止
ま
っ
て
お

り
、
ま
だ
ま
だ
そ
の
活
用
は
少
な
い
の
が

現
状
で
す
。 

当
地
域
支
部
は
間
も
な
く
結
成
４
年

目
を
迎
え
、
行
事
活
動
は
ま
す
ま
す
活
発

化
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況

の
中
で
多
く
の
会
員
の
皆
さ
ま
に
ご
参
加

を
い
た
だ
く
方
法
は
何
か
を
考
え
た
と
き
、

Ｈ
Ｐ
の
活
用
で
す
。
た
だ
し
、
会
員
の
中

に
は
Ｈ
Ｐ
を
見
る
環
境
の
な
い
方
も
多
く

お
れ
ら
ま
す
の
で
、
Ｈ
Ｐ
を
開
設
し
た
か

ら
と
言
っ
て
全
て
の
会
員
が
情
報
共
有
で

き
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
よ
っ
て
、
こ

れ
か
ら
も
従
来
の
情
報
伝
達
と
併
用
し
な

が
ら
、
Ｈ
Ｐ
を
最
大
限
に
活
か
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

Ｈ
Ｐ
を
よ
り
一
層
充
実
・
有
意
義
な
も

の
に
育
て
る
た
め
、
皆
様
の
ご
意
見
ご
感

想
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

多
摩
市
地
域
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：

h
ttp
://m
e
ijik
o
yu
-ta
m
a
sh
i.jim
d
o
.co
m
/  

    

新
入
会
者 

諏
訪
本
充
弘
（
Ｓ
50
文
）藤
原
輝
雄（
Ｓ
41
工
） 

大
田
原
次
清
（
Ｓ
29
商
）中
山
厲
介（
Ｓ
43
文
） 

田
所
利
之
（
Ｓ
50
工
）
石
場
和
夫
（
Ｓ
45
商
） 

関 

道
定 

（
Ｓ
48
政
経
） 

退
会
者 

及
川
司（
Ｓ
38
法
）氏
が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

衷
心
よ
り
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。 

福
室
陽
一
（
Ｓ
39
工
）
残
念
な
が
ら
一
身
上
の

都
合
に
よ
り
退
会
さ
れ
ま
し
た
。 

 

会
員
数
93
名
（
平
成
28
年
１
月
現
在
） 

会
員
相
互
の
動
静
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

             

編
集
後
記 

・
紫
紺
へ
の
投
稿
を
お
願
い
し
ま
す
。 

・
当
地
域
支
部
及
び
他
地
域
支
部
企
画
へ

の
多
数
の
ご
参
加
を
待
っ
て
い
ま
す
。 

・
今
年
の
冬
は
暖
冬
で
あ
り
な
が
ら
大
雪
。

咲
き
始
め
た
梅
が
美
し
く
、
桜
の
開
花

が
待
ち
遠
し
い
で
す
ね
。
風
邪
な
ど
引

か
れ
ま
せ
ん
よ
う
健
康
第
一
に
！（
や
） 

  

 

相澤 慶太 小金 忠男 平樂 直樹 藤川 道子 

秋山 隆敬 國分   篤 高橋 三郎 藤原 輝雄 

飯塚 貴哉 小竹 唯夫 高橋 伸二 松澤 節夫 

石場 和夫 斉藤 康夫 髙山千佳歳 松本 邦彦 

伊東 勝義 坂井 靖三 谷   幸雄 萬井 洋一 

今村 隆正 榊 つきみ 塚本 一雄 峯岸 正己 

岩永 久佳 坂口   直 鶴田 勇雄 村木 繁之 

岩渕 義郎 坂本 康彦 寺島 忠昭 村山 芳雄 

楳田 成美 鴫原 昭夫 長嶋   彰 室田   修 

大倉   徹 島崎   昭 長島 守男 茂木 有司 

大澤 義文 新城 敏男 仲野 道子 森   和子 

大田原次清 新谷 晶子 中山 雅雄 安波 節生 

岡   等 菅井美沙子 中山 厲介 矢場 岩男 

岡崎 軍三 杉田   誠 鍋田 正直 山口 和英 

小篠 正慶 杉田 正男 西川 克子 山崎 直人 

金井 希介 杉山   喬 新田 輝吉 山下 憲男 

菊田 正俊 須藤 忠志 野村 文夫 山田 隆英 

菊池 武信 諏訪本充弘 野村 光芳 横山 成明 

清井 敏秀 関  道定 福地  登 吉原登喜子 

熊谷 和彦 芹沢 壮光 藤川 忠博 和久田國修 

秋山 隆敬 杉山   喬 

伊東 勝義 高橋 三郎 

岩渕 義郎 鶴田 勇雄 

楳田 成美 藤川 忠博 

菊池 武信 茂木 有司 

杉田 正男 矢場 岩男 

会
員
の
動
静 

（
順
不
同
・
敬
称
略
） 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
か
ら 

八
ヶ
月
を
経
て 

＜会費納入のお願い＞ 

未納の方は同封の振込用紙にて 

お支払をお願い致します。 

＜会費受領会員＞    (50音順・敬称略) 

 

会
員
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

自
慢
の
一
葉
⑥ 

②タマシギ（ついておいで） 

  撮影者 矢 場 岩 男（Ｓ43商） 
①夕照の山稜（中央アルプス 中岳） 

 撮影者 鶴 田 勇 雄（Ｓ37法） 

H28/02/20現在 


